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１．本資料で参考とする基準 

本資料で参考とする基準は、別紙「ICT 活用工事に適用する基準等 参照先」です。 

2. 電子納品フォルダ構成

(1) 工事完成図書の電子納品要領に係わるフォルダ構成等 

フォルダ構成を図 1、各フォルダのファイル構成を表 1 に示します。 

「ICON」フォルダの下に、「UAV」フォルダが追加されます。さらに UAV の場合

は、各写真データのフォルダが追加されます。 

基準における関連記述については、巻末資料をご参照ください。 

図 1 基準を踏まえたフォルダ構成(工事) 

表 1 『空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)(案)』 

に定めるフォルダとファイルの構成(工事) 
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巻末資料：基準における電子納品関連資料抜粋版 

i-Construction における基準に基づいて電子納品に関する事項を整理したものを以下 

に示します。 

① 測量における成果品

i-Construction における測量時の成果品を規定している要領等は、以下のとおりで

す。 

・UAV を用いた公共測量マニュアル(案) 

・地上レーザースキャナーを用いた公共測量マニュアル(案) 

・測量成果電子納品要領 

『UAV を用いた公共測量マニュアル(案)』(H29.3)では、成果品として、3 次元点群

データファイル及びその他の資料として各種チェックシート等が必要となります。 

上記基準による詳細なファイル構成を表 2、表 3 に示します。 

表 2 『UAV を用いた公共測量マニュアル(案)』電子納品における規則① 

※UAV を用いた公共測量マニュアル(案)電子納品補足資料 ,国土交通省国土地理院,P2 H29.7 
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表 3 『UAV を用いた公共測量マニュアル(案)』電子納品における規則② 

※UAV を用いた公共測量マニュアル(案)電子納品補足資料 ,国土交通省国土地理院,P2, H29.7 
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② 設計における成果品

i-Construction における設計時の成果品を規定している要領等は以下のとおりです。

・ LandXML1.2 に準じた 3次元設計データ交換標準(案) 

(以下、データ交換標準(案)という。) 

・ LandXML1.2 に準じた 3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン 

・ LandXML1.2 に準じた 3次元設計データの作成方法と取り扱いに係わるノウハウ集 

・ 土木設計業務等の電子納品要領 

成果品は次項 図 2 に示すように、「土木設計業務等の電子納品要領」(H28.3)で規定 

されている「ICON」フォルダのサブフォルダに「LANDXML」フォルダを作成しデータを格

納します。 

データ交換標準(案)の運用ガイドラインによる電子成果品の概要を表 4、各ファイル

命名規則を図 3、図 4 に示します。 

表 4 データ交換標準(案)による電子成果品 

※LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準の運用ガイドラ イン ：国土交通省大臣官房技術調査課.P36,H31.3 
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図 2 3 次元設計データの格納フォルダ 
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図 3 データ交換標準(案)に則った 3 次元設計データ(XML ファイル)の命名規則 

LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準の運用ガイドライン 

：国土交通省大臣官房技術調査課.P38, H31.3 

図 4 データ交換標準(案)に則った 3 次元設計データ(イメージファイル)の命名規則 

LandXML1.2 に準じた 3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン 

：国土交通省大臣官房技術調査課.P39, H31.3 
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③ 施工における成果品

i-Construction における施工時の成果品を規定している要領等は以下のとおりです。

・ 空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編)(案) 

・ 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編)(案) 

・ TS 等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編) 

・ TS(ノンプリズム方式)を用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編) 

・ RTK-GNSS を用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編) 

・ 無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編) 

・ TS・GNSS を用いた盛土の締固め管理要領 

・ TS・GNSS を用いた盛土の締固め管理の監督・検査要領(土工編) 

・ 地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領(土工編)(案) 

・ 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領(舗装工事編)(案) 

・ TS 等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領(舗装工事編) 

・ TS(ノンプリズム方式)を用いた出来形管理の監督・検査要領(舗装工事編) 

・ 地上移動体搭載型ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰを用いた出来形管理の監督・検査要領(舗装工事編)(案) 

・ 工事完成図書の電子納品要領 

・ 地上写真測量(動画撮影型)を用いた土工の出来高算出要領(案) 

・ ３次元計測技術を用いた出来型管理要領(案)土工編 

・ ３次元計測技術を用いた出来型管理要領(案)舗装工編 
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空中写真測量(無人航空機)を用いた基準では、電子成果品として表 5 に示すファイル

が必要となります。 それぞれのファイルは「ICON」フォルダに計測 機器の名称を記し

たサブフォルダを作成し、データを格納します。 

保存するファイルの命名規則を表 6 に示します。 

また UAV 写真測量に使用したすべての画像(jpeg ファイル)、またはすべての画像から 

作成されるオルソ画像(tiff ファイル)を、撮影ごとに納品することとし、ICON フォ 

ルダにサブフォルダを作成し、ファイルを格納します。画像のためのサブフォルダの名 

称は、次表のファイル名の末尾に PIC (例：出来型計測の写真の場合 

は、UAV0AS001PIC)を付けたものとなります。 

表 5 UAV 出来形管理における電子成果品 

空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)(案)：国土交通省.P43, R2.3 
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表 6 UAV 出来形管理における電子成果品のファイル命名規則 

※空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)(案)：国土交通省.P44, R2.3 




